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中
野
区
基
本
構
想
実
現
に
向
け

立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
野
区
は
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
３

月
、
中
野
区
基
本
構
想
を
改
定
し
、「
10
年

後
に
目
指
す
ま
ち
の
姿
」
と
し
て
４
つ
の
ま

ち
の
姿
を
描
き
ま
し
た
。

（
１
）�

人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
新
た
な
活

力
が
生
み
出
さ
れ
る
ま
ち

（
２
）�

未
来
あ
る
子
ど
も
の
育
ち
を
地
域
全

体
で
支
え
る
ま
ち

（
３
）�

誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
安
心
し
て
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
ま
ち

（
４
）�

安
全
・
安
心
で
住
み
続
け
た
く
な
る

持
続
可
能
な
ま
ち

中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

（
１
）
を
実
現
す
る
た
め
の
「
遊
び
心
あ
ふ

こ
の
中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
地
域
の
方
々
の
関
わ
り
で
「
遊
び
心
あ

ふ
れ
る
」
壁
画
を
創
り
上
げ
、
ま
ち
全
体
に

新
た
な
活
力
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

契
機
は
中
野
駅
北
口
駅
前
広
場

の
壁
画
制
作

中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
た
き
っ
か
け
は
、
令
和
３

（
2
0
2
1
）
年
度
に
制
作
し
た
中
野
駅
北

口
駅
前
広
場
の
壁
画
で
す
。
も
と
も
と
J
R

東
日
本
が
平
成
前
半
に
描
い
た
壁
画
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
劣
化
が
進
み
、
J
R

中
野
駅
か
ら
「
壁
面
を
き
れ
い
に
し
た
い
」

と
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
同
時
期
に
区
内

塗
装
事
業
者
か
ら
「
廃
材
塗
料
を
使
っ
て
壁

れ
る
文
化
芸
術
を
ま
ち
全
体
に
展
開
す
る
」

施
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、

「
ミ
ュ
ー
ラ
ル
が
人
と
想
い
を
つ
な
ぐ
　
あ

な
た
の
日
常
と
と
も
に
対
話
す
る
ア
ー
ト
　

語
れ
る
ア
ー
ト
、
語
り
続
け
ら
れ
る
ア
ー
ト
　

だ
か
ら
、
ず
っ
と
途
中
。
だ
か
ら
、
ず
っ
と

未
完
成
」。

後
述
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
プ
ラ
ン
検

討
会
で
定
め
た
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
多
様
な

価
値
観
を
尊
重
し
合
う
中
野
の
風
土
と
、
常

に
未
来
へ
の
途
上
で
あ
る
と
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

中
野
区
の
強
み
は
、
区
民
、
事
業
者
、
諸

団
体
の
方
々
が
「
中
野
愛
」
を
共
通
項
と
し

た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
、
文
化

芸
術
を
育
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

 

壁
画（
ミ
ュ
ー
ラ
ル
）で
誰
も
が
身
近
に
文
化
芸
術
に
親
し
む
環
境
を
創
造
す
る

中
野
区
は
、
中
野
区
基
本
構
想
に
掲
げ
る
「
10
年
後
に
目
指
す
ま
ち
の
姿
」
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
「
遊
び

心
あ
ふ
れ
る
文
化
芸
術
を
ま
ち
全
体
に
展
開
す
る
」
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

壁
画
（
ミ
ュ
ー
ラ
ル
）
を
制
作
す
る
「
中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
。
ま
ち
を
彩
る
新
た
な
ア
ー

ト
が
区
内
各
所
に
誕
生
し
て
い
ま
す
。

中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中野区立鷺宮小学校体育館の壁画 中野駅北口駅前広場の壁画
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3

し
た
も
の
で
す
。
制
作
は
中
野
駅
前
と
同
じ

塗
装
事
業
者
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
小
田
佑
二

氏
、
鷺
宮
小
学
校
の
児
童
と
卒
業
生
、
中
野

区
が
連
携
し
て
行
い
、
中
野
区
は
区
有
施
設

の
壁
面
利
用
を
許
可
す
る
な
ど
の
調
整
と
広

報
を
担
い
ま
し
た
。
制
作
経
費
は
鷺
宮
小
学

校
P
T
A
と
鷺
宮
小
学
校
が
負
担
し
ま
し

た
。鷺

宮
小
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
た

壁
画
と
す
る
べ
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
小
田

氏
が
鷺
宮
小
学
校
の
在
校
生
、
卒
業
生
、
地

域
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
う
え
で
デ
ザ

イ
ン
を
決
定
。
壁
の
上
部
に
は
鷺
宮
小
学
校

の
水
車
や
鷺
宮
盆
踊
り
、
田
園
風
景
な
ど
鷺

宮
の
今
と
昔
を
表
す
デ
ザ
イ
ン
が
小
田
氏
の

手
で
描
か
れ
、
壁
の
下
部
に
は
同
校
で
20
年

以
上
続
く
詩
の
音
読
活
動
の
表
現
と
し
て
、

児
童
た
ち
も
参
加
し
て
お
気
に
入
り
の
詩
か

ら
連
想
し
た
絵
を
描
き
ま
し
た
。

２
つ
の
壁
画
が
評
判
と
な
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
拡
大
へ

中
野
駅
北
口
駅
前
広
場
と
中
野
区
立
鷺
宮

小
学
校
体
育
館
の
壁
画
は
、
新
た
な
地
域
の

名
所
と
し
て
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

頃
、
中
野
に
本
店
が
あ
り
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
で
協
働
す
る
西
武
信

用
金
庫
か
ら
「
信
金
中
央
金
庫
の
寄
附
事
業

『
S
C
B
ふ
る
さ
と
応
援
団
』
を
活
用
し
て

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
推
進
し
て

は
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

中
野
区
は
こ
の
寄
附
事
業
に
中
野
ミ
ュ
ー
ラ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
募
。
審
査
の
結
果
、

１
，
０
０
０
万
円
の
寄
附
が
決
定
し
、
こ
の

寄
附
を
財
源
に
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度

か
ら
２
年
間
の
事
業
と
し
て
、
中
野
区
内
で

複
数
の
壁
画
を
制
作
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
の
壁
画
に
つ
い
て
ま
と
め
た

「
中
野
、
描
く
。
心
、
鮮
や
か
に
。
中
野

ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
民
間
事
業

者
と
区
の
連
携
に
よ
る
ア
ー
ト
を
通
じ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
令
和
４
年
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
（
広
報
企
画
部
門
）
で
入
選
。

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
選
は
、
中
野

区
で
は
初
と
な
り
ま
す
。

画
制
作
を
し
た
い
」
と
の
相
談
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
中
野
区
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
一
環
と
し
て
こ
の
２
者
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調

整
と
広
報
の
役
目
を
担
い
ま
し
た
。

壁
画
を
制
作
し
た
の
は
、
国
内
外
で
活

躍
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ユ
ニ
ッ
ト

W
H
O
L
E
９
（
ホ
ー
ル
ナ
イ
ン
）。
壁

画
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
野
の
資
源
を
モ

チ
ー
フ
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
J
R
中
野

駅
と
中
野
区
と
協
議
の
う
え
で
決
定
し
た

も
の
で
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
、
シ
イ
ノ
キ

（
中
野
区
の
木
）、
ツ
ツ
ジ
（
中
野
区
の

花
）、
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
（
中
野
区
に
大

学
や
専
門
学
校
が
多
い
こ
と
か
ら
）
な
ど

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
制
作
経
費
は
全
て

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
確
保
し
た

た
め
、
中
野
区
に
は
事
業
経
費
の
負
担
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

区
立
小
学
校
体
育
館

壁
面
に
も
壁
画
を
制
作

中
野
駅
の
壁
画
と
同
時
期
に
、
中
野
区

立
鷺
宮
小
学
校
体
育
館
の
壁
面
の
壁
画
制

作
も
ス
タ
ー
ト
。
こ
ち
ら
は
鷺
宮
小
学
校

創
立
1
4
0
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し

て
、
同
校
の
歴
史
と
伝
統
を
壁
画
に
残
そ

う
と
、
記
念
行
事
の
実
行
委
員
会
が
企
画

中野駅北口壁画お披露目 鷺宮小壁画制作風景 中野駅北口壁画制作風景
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ン
タ
ー
の
４
か
所
を
制
作
壁
面
に
決
定
し
ま

し
た
。

区
民
参
加
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

壁
画
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

壁
画
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
壁
面
周
辺

に
お
住
ま
い
の
方
を
中
心
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
壁
画
ご
と
の
テ
ー
マ
や
デ
ザ
イ
ン
案
を

決
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
カ
サ
・

デ
・
オ
リ
ー
バ
（
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業

所
・
カ
フ
ェ
）
と
近
接
し
て
い
る
鍋
横
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
の
テ
ー
マ
ワ
ー
ド
選
定
の
た

め
、
町
内
会
や
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営

委
員
な
ど
鍋
横
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が

集
合
。
参
加
者
か
ら
は
「
町
会
同
士
の
つ
な

が
り
が
強
く
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
活
動
す
る
下

町
っ
ぽ
さ
が
あ
る
」「
多
様
な
人
が
つ
な
が

り
、
笑
顔
、
思
い
や
り
が
あ
ふ
れ
る
地
区
に

し
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の
結

果
、「
下
町
」「
多
様
性
」「
笑
顔
・
思
い
や

り
」
の
３
つ
が
鍋
横
地
域
の
テ
ー
マ
ワ
ー
ド

に
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
中
野
駅
東
西

連
絡
通
路
の
壁
画
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
M
a
r
u�

M
i
c
h
i
n
o
r
i

学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る

検
討
会
で
テ
ー
マ
を
決
定

令
和
４
年
度
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

に
あ
た
り
、
全
体
的
な
方
向
性
を
定
め
る
た

め
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
プ
ラ
ン
検
討
会
」

を
２
回
に
わ
た
っ
て
開
催
。
検
討
会
委
員
と

し
て
、
区
内
の
大
学
や
専
門
学
校
か
ら
学
識

経
験
者
５
名
、
中
野
区
観
光
協
会
か
ら
１

名
、
西
武
信
用
金
庫
か
ら
１
名
の
計
７
名
の

方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
回
検
討
会
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

テ
ー
マ
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
議
論
の
中

で
出
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
核
に
メ
イ
ン
テ
ー
マ

（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
サ
ブ
テ
ー
マ
「
多
様

な
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
物
語
が
生
ま
れ

る
ま
ち
」「
人
も
ま
ち
も
変
化
し
続
け
る
、

未
完
成
な
ま
ち
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
壁
画

を
描
く
壁
面
は
、
区
民
や
区
内
事
業
者
な
ど

か
ら
公
募
。
第
２
回
検
討
会
で
は
、
区
内
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
壁
面
の
う
ち
ど
の
壁
面
に

描
く
べ
き
か
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
効
果
な
ど

の
観
点
か
ら
議
論
し
、
中
野
駅
東
西
連
絡
通

路
、
カ
サ
・
デ
・
オ
リ
ー
バ
（
就
労
継
続
支

援
B
型
事
業
所
・
カ
フ
ェ
）、
M
O
C
O
　

P
O
C
O
（
帽
子
店
）、
鍋
横
区
民
活
動
セ

氏
の
原
画
案
を
も
と
に
地
域
の
方
々
が
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
原
画
案
で
は
、
中
野
駅
北

口
駅
前
広
場
と
色
合
い
を
あ
わ
せ
た
ブ
ル
ー

系
で
し
た
が
、「
も
っ
と
明
る
い
色
合
い
に

し
た
い
」
と
い
う
参
加
者
か
ら
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
、
暖
か
い
色
合
い
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
参
加
者
か
ら
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

子
ど
も
た
ち
が
い
る
絵
が
い
い
」「
時
間
帯

や
見
る
角
度
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が

で
き
る
絵
が
お
も
し
ろ
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く
中

野
の
未
来
を
、
画
用
紙
に
自
由
に
表
現
し
ま

し
た
。

選
定
さ
れ
た
制
作
壁
面
の
う
ち

２
か
所
の
壁
画
が
完
成

令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
３
月
下
旬
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
プ
ラ
ン
検
討
会
で
選
定
さ

れ
た
鍋
横
地
域
の
カ
サ
・
デ
・
オ
リ
ー
バ
と

中
野
駅
東
西
連
絡
通
路
の
壁
画
が
完
成
。
中

野
駅
北
口
駅
前
広
場
、
中
野
区
立
鷺
宮
小
学

校
に
続
く
第
３
弾
、
第
４
弾
の
壁
画
と
な
り

ま
す
。

カ
サ
・
デ
・
オ
リ
ー
バ
の
壁
画
は
「
日
常

の
中
で
も
印
象
に
残
る
明
る
い
ア
ー
ト
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
多
様
性
を
感
じ
さ
せ
る
カ

 

区
民
協
働
と
し
て
推
進
プ
ラ
ン
検
討
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

カサ・デ・オリーバ壁画 中野駅東西連絡通路壁画
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ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

新
た
な
事
業
展
開
に
つ
な
が
る

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
結
果
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
異
な
る
世
代
や
立
場
の
地
域
の
方
々

が
、
中
野
へ
の
思
い
を
軸
に
検
討
会
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
関
係
が
生
み
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
つ
の
例
と
し
て
、
検
討
会
委
員
と
し
て

参
加
し
た
学
校
法
人
と
中
野
区
が
、
子
ど
も

た
ち
を
対
象
と
し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
た
際
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
食
に

関
す
る
話
題
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
「
食

事
に
制
限
の
あ
る
子
ど
も
で
も
、
家
族
と
同

じ
食
事
を
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

基
に
、
こ
の
法
人
の
設
置
校
で
食
物
栄
養
学

科
の
あ
る
短
期
大
学
の
学
生
（
立
案
）、
区

内
に
あ
る
ス
イ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
（
ス
イ
ー
ツ

制
作
）、
区
内
に
あ
る
摂
食
・
嚥
下
障
害
児

支
援
団
体
（
監
修
）
の
３
者
を
中
野
区
が

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実

現
。
嚥
下
障
害
の
あ
る
子
ど
も
で
も
食
べ
ら

れ
る
ス
イ
ー
ツ
「
飲
め
る
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」

を
開
発
し
ま
し
た
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
フ
ー

ド
（
嚥
下
調
整
食
）
支
援
ス
イ
ー
ツ
と
し

て
、
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
で
の
販
売
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
区

の
事
業
と
し
て
は
令
和
５
（
2
0
2
3
）
年

度
で
終
了
し
ま
す
が
、
中
野
区
は
、
区
民
や

企
業
に
よ
る
協
働
の
取
り
組
み
と
し
て
、
今

後
も
新
た
な
壁
画
が
誕
生
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

�

「
つ
な
が
る
　
は
じ
ま
る
　
な
か
の
」
を

基
本
構
想
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
中
野

区
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
信
頼
性
を
さ
ま
ざ

ま
な
協
働
の
創
出
な
ど
に
活
か
し
な
が
ら
、

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ラ
フ
ル
で
動
き
の
あ
る
絵
が
描
か
れ
ま
し

た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
高
橋
鉄
平
氏
は
「
自

分
の
作
風
で
も
あ
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
デ

ザ
イ
ン
、
ポ
ッ
プ
な
カ
ラ
ー
と
全
体
の
躍
動

感
を
意
識
し
て
描
い
た
。
実
際
の
絵
の
サ
イ

ズ
以
上
の
広
が
り
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

と
作
品
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

中
野
駅
東
西
連
絡
通
路
の
壁
画
の
テ
ー
マ

は
、「
未
来
都
市
中
野
〜
変
わ
り
ゆ
く
街

〜
」。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
意
見
や
地

域
リ
サ
ー
チ
を
踏
ま
え
、
過
去
か
ら
さ
ら
に

進
化
し
て
い
く
未
来
の
中
野
の
姿
が
細
部
ま

で
鮮
や
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
な
が

ら
の
商
店
街
や
初
期
の
中
野
駅
舎
、
閉
館
す

る
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
後
ろ
に
は
新
た
に
建

設
予
定
の
タ
ワ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
中
野
に
し
か
な
い
も
の
」
と
「
こ
れ
か
ら

変
化
し
て
い
く
も
の
」
な
ど
、
中
野
を
表
現

す
る
様
々
な
要
素
を
ポ
ッ
プ
に
詰
め
込
ん
で

い
る
の
が
見
ど
こ
ろ
。
中
野
の
懐
か
し
い
ま

ち
な
み
と
未
来
へ
の
思
い
を
誰
か
と
一
緒
に

語
り
た
く
な
る
ア
ー
ト
で
す
。

カサ・デ・オリーバの壁画制作に関する鍋横地域のワークショップの様子中野駅東西連絡通路の壁画制作に関するワークショップの様子

壁面は区のあらゆるメディアで広く募集

中野区

取材協力／中野区

我が区のおたから_6月号.indd   5我が区のおたから_6月号.indd   5 2023/05/30   14:202023/05/30   14:20
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令和5年度　新任研修（記念講演・前期・経験者）
を実施しました

ン
ジ
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
で

き
た
。」、「
や
ら
な
い
理
由
は
た
く
さ

ん
あ
る
が
、
で
き
な
い
理
由
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
は
っ

と
さ
せ
ら
れ
た
。」、「
こ
れ
か
ら
の
公

務
員
人
生
を
改
め
て
考
え
る
素
敵
な
機

会
に
な
っ
た
。」
と
い
っ
た
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　
通
所
研
修

九
段
下
の
東
京
区
政
会
館
別
館
へ
移

転
し
て
初
め
て
の
新
任
研
修
（
前
期
・
経

験
者
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
4
月
7
日

〜
5
月
15
日
の
期
間
中
に
、
3
日
間
を

単
位
と
し
て
、
通
所
研
修
【
前
期
】
を

8
回
実
施
し
、
5
月
12
日
〜
17
日
の
期

間
中
に
、
2
日
間
を
単
位
と
し
て
、
経

験
者
採
用
職
員
を
対
象
と
し
た
通
所
研

修
【
経
験
者
】
を
2
回
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
、
特
別
区
職
員
と
し

て
の
知
識
の
習
得
と
意
識
の
確
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
組
織
や
仕
事
の

進
め
方
の
基
礎
知
識
、
地
方
自
治
の
仕

組
み
や
特
別
区
制
度
、
公
務
員
倫
理
や

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
講
義
や
事
例
演

習
、
班
討
議
等
を
交
え
実
施
し
ま
し
た
。

各
科
目
の
講
師
と
し
て
、
各
区
・
一

部
事
務
組
合
の
職
員
延
べ
1
5
2
名
の

方
々
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、
講
師
自

身
の
新
任
職
員
時
代
の
体
験
談
や
、
こ

れ
ま
で
の
職
務
経
験
に
つ
い
て
実
体
験

を
交
え
た
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研

修
生
は
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
様
子
で
、

討
議
・
意
見
交
換
を
行
い
、
特
別
区
の

職
員
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
知
識
を
得
る

と
と
も
に
、
区
を
越
え
た
仲
間
作
り
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

　
記
念
講
演

4
月
6
日
（
木
）
に
、
令
和
5
年
度

の
新
任
研
修
記
念
講
演
が
大
田
区
総
合

体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
、
新
規
採
用
職

員
1
9
7
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
特
別
区
長
会
副
会
長
の

武
井
雅
昭
港
区
長
か
ら
「
果
敢
に
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
未
来
を
切

り
拓
け
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
特
別
区
の
強
み
、
基
礎
自
治
体
の

強
み
と
い
う
の
は
、
や
は
り
住
民
に
一

番
近
い
と
い
う
と
こ
ろ
。
何
を
す
る
に

し
て
も
、
反
応
が
す
ぐ
返
っ
て
く
る
。

そ
し
て
ま
た
、
自
分
の
仕
事
の
結
果
を

自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
時
に
は
厳
し
い
お
声
を
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
る
。
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
る
。
で
も
そ
れ
が
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
地
域
・
社

会
を
作
っ
て
い
く
、
よ
り
良
く
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
、
醍
醐
味
で
あ
る
。」

等
、
新
任
職
員
へ
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

次
の
講
演
で
は
、
尼
崎
市
こ
ど
も
青

少
年
課
係
長
で
元
漫
才
師
の
江
上
昇
氏

か
ら
「
地
方
公
務
員
の
楽
し
み
方
」
と

い
う
演
目
で
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。江

上
氏
か
ら
は
、
障
害
の
あ
る
方
と

漫
才
や
新
喜
劇
を
行
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
か
ら
、「
何
か
や
る
時
に
は
、
絶
対

楽
し
い
を
優
先
し
て
ほ
し
い
。」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
質
問
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
研
修
生
よ
り
約
5
0
0
件

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、「
角
が
立
た
な

い
よ
う
に
、
目
立
た
な
い
よ
う
に
し
て

し
ま
う
。」
と
い
う
研
修
生
に
対
し
、

「
目
立
つ
人
も
必
要
だ
が
、
そ
の
人
を

応
援
し
た
り
、
盛
り
立
て
た
り
す
る
人

も
大
事
。
目
立
つ
人
を
注
目
す
べ
き
存

在
だ
と
知
ら
し
め
る
の
は
、
周
囲
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
で
あ
る
。」
と
、
無
理
に

目
立
つ
の
で
は
な
く
周
り
か
ら
盛
り
立

て
る
こ
と
の
重
要
さ
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

研
修
生
か
ら
は
、「
公
務
員
と
し
て

の
心
構
え
、
主
体
的
に
動
き
、
チ
ャ
レ

研
修
生
か
ら
は
、「
区
民
目
線
で
仕

事
を
す
る
た
め
に
、
日
々
の
業
務
に
目

的
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん

だ
。」、「
地
方
自
治
の
必
要
性
や
特
別

区
の
仕
事
内
容
な
ど
様
々
な
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。」、「
様
々
な
人
権

問
題
が
あ
る
こ
と
を
学
び
、
公
務
員
と

し
て
向
き
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　
研
修
所
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
任
研
修
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

各
区
・
一
部
事
務
組
合
の
講
師
と
し
て

ご
登
壇
い
た
だ
い
た
皆
様
及
び
研
修
担

当
の
皆
様
に
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

研
修
生
の
み
な
さ
ん
へ
。
人
と
人
と

の
繋
が
り
が
難
し
い
状
況
の
中
、
研
修

と
い
う
場
で
新
し
い
仲
間
と
出
会
え
た

こ
と
は
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
が
皆
さ

ん
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後

の
活
躍
を
心
よ
り
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

（
特
別
区
職
員
研
修
所
）

【講演】尼崎市職員／元漫才師　江上 昇氏

新任研修（前期）発表の様子

【講演】特別区長会副会長　武井 雅昭　港区長
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※ 令和4年度の土木造園（土木）及び建築の数値（採用予定数等）は、Ⅰ類採用試験【一般方式】及び【土
木・建築新方式】の合計を記載

特別区職員Ⅰ類採用試験
第1次試験を実施しました

特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
4
月
30
日

（
日
）
に
、
大
正
大
学
、
日
本
大
学
、
明

治
大
学
及
び
東
京
大
学
の
4
大
学
で
、

特
別
区
職
員
Ⅰ
類
採
用
試
験
の
第
1
次

試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
1
次
試
験
実
施
状
況

全
試
験
区
分
の
申
込
者
数
は

1
0
1
7
9
名
、
受
験
者
数
は
9
1
6
4

名
で
、
受
験
率
は
90
・
0
％
と
過
去
最

高
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
採
用
予

定
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

申
込
者
数
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
た

め
、
引
き
続
き
人
材
確
保
に
向
け
た

P
R
を
強
化
・
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
は
土
木
造
園
（
土
木
）・

建
築
区
分
に
つ
い
て
追
加
試
験
も
実
施

し
ま
す
。

今
後
の
予
定	

第
1
次
試
験
合
格
発
表
日
は
、
6
月

23
日
（
金
）、
第
2
次
試
験
の
個
別
面

接
は
、
7
月
9
日
（
日
）
か
ら
7
月
19

日
（
水
）
ま
で
の
間
で
指
定
す
る
1
日

に
実
施
し
ま
す
。

最
終
合
格
発
表
は
、〔
土
木
造
園

（
土
木
）、
土
木
造
園
（
造
園
）、
建
築
、

機
械
、
電
気
の
試
験
区
分
〕
に
つ
い
て

7
月
26
日
（
水
）、〔
事
務
、
福
祉
、
心

理
、
衛
生
監
視
（
衛
生
）、
衛
生
監
視

（
化
学
）、
保
健
師
の
試
験
区
分
〕
に
つ

い
て
8
月
3
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和５年度特別区職員Ⅰ類採用試験　第１次試験実施状況

上段：令和5年度
中段：令和4年度
下段：増　　　減

試験区分
採用予定数 申込者数 受験者数 受験率 倍 率
A（名程度） B（名） C（名） C/B（％） C/A（倍）

一
般
方
式

事　　務

1,181 8,541 7,668 89.8 6.5

983 9,374 8,417 89.8 8.6

198 ▲ 833 ▲ 749 0.0 ▲ 2.1

土木造園
（土木）

94 196 186 94.9 2.0

77 196 173 88.3 2.2

17 0 13 6.6 ▲ 0.2

土木造園
（造園）

25 66 60 90.9 2.4

17 52 45 86.5 2.6

8 14 15 4.4 ▲ 0.2

建　　築

101 123 116 94.3 1.1

76 128 119 93.0 1.6

25 ▲ 5 ▲ 3 1.3 ▲ 0.5

機　　械

18 45 41 91.1 2.3

15 54 49 90.7 3.3

3 ▲ 9 ▲ 8 0.4 ▲ 1.0

電　　気

22 59 48 81.4 2.2

19 72 56 77.8 2.9

3 ▲ 13 ▲ 8 3.6 ▲ 0.7

福　　祉

141 453 421 92.9 3.0

125 445 411 92.4 3.3

16 8 10 0.5 ▲ 0.3

心　　理

20 177 147 83.1 7.4

21 169 137 81.1 6.5

▲ 1 8 10 2.0 0.9

衛生監視
（衛生）

39 117 111 94.9 2.8

34 135 128 94.8 3.8

5 ▲ 18 ▲ 17 0.1 ▲ 1.0

衛生監視
（化学）

5 40 32 80.0 6.4

5 41 38 92.7 7.6

0 ▲ 1 ▲ 6 ▲ 12.7 ▲ 1.2

保 健 師

105 362 334 92.3 3.2

109 401 370 92.3 3.4

▲ 4 ▲ 39 ▲ 36 0.0 ▲ 0.2

合　　計

1,751 10,179 9,164 90.0 5.2

1,481 11,067 9,943 89.8 6.7

270 ▲ 888 ▲ 779 0.2 ▲ 1.5
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特別区長会会長就任にあたって
こ
の
た
び
、
特
別
区
長
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
新
宿
区
長
の
吉
住
健
一

で
す
。
浅
学
菲
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
長
と
し

て
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
中
国
の
古
典
『
菜
根
譚
』
に
「
己
を
捨
て
て
は
、

そ
の
疑
い
に
處
る
こ
と
な
か
れ
。」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
役
職
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た

以
上
、
職
責
に
見
合
っ
た
仕
事
が
自
分
に
出
来
る
の
か

な
ど
と
疑
わ
ず
、
職
責
を
果
た
せ
る
よ
う
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

我
が
国
は
、
少
子
化
に
よ
る
急
激
な
人
口
減
少
と
高

齢
化
と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
特
別
区

に
お
い
て
も
、
半
数
以
上
の
区
で
高
齢
化
率
が
21
％
を

超
え
、
超
高
齢
社
会
へ
と
突
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
や
、
世
界
的

な
金
融
引
き
締
め
等
に
よ
る
海
外
景
気
の
下
振
れ
が
我

が
国
の
景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
な
ど
、
日
本
経
済

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
区
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
特
別
区
は
、
国
及
び
都
と
連
携
し
、
23
区

が
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
世
代
や
若
者
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
で

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
設
置
が
始
ま
っ
た
特
別
区
の
児

童
相
談
所
は
、
現
在
７
区
（
世
田
谷
区
、
江
戸
川
区
、

荒
川
区
、
港
区
、
中
野
区
、
板
橋
区
、
豊
島
区
）
が
開

設
し
、
順
次
増
え
て
い
き
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
な
る
子

ど
も
の
安
全
と
健
や
か
な
成
長
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
東
京
都
と

の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
児
童
相
談
体
制
や
子
育
て

支
援
体
制
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
激
甚
化
す
る
気
象
災
害
や
、
高
い
確
率

で
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
巨
大
地
震
へ
の
備
え
が
重

要
で
す
。
今
年
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
関
東
大

震
災
か
ら
1
0
0
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
改
め
て
、

過
去
の
大
災
害
か
ら
学
び
、
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
る
首

都
直
下
地
震
及
び
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
対
策
を
講
じ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
帰
宅
困
難
者
対
策
や

大
規
模
水
害
時
は
自
治
体
の
枠
を
超
え
て
広
域
的
な
対

策
が
必
要
で
す
。
避
難
者
を
受
け
入
れ
た
民
間
施
設
の

負
担
を
軽
減
す
る
民
法
改
正
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
も

起
こ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
行
政
各
分
野
で
増
大
す
る
諸
課
題
に

加
え
、
莫
大
な
区
民
税
の
流
出
を
招
い
て
い
る
ふ
る
さ

と
納
税
を
は
じ
め
と
し
た
税
財
政
制
度
や
都
区
制
度
の

さ
ら
な
る
改
善
に
向
け
た
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

難
題
山
積
の
中
、
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

は
あ
り
ま
す
が
、
23
人
の
区
長
の
力
を
結
集
し
て
諸
課

題
を
解
決
し
て
い
け
る
よ
う
、
全
力
を
傾
け
て
い
く
所

存
で
す
。

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
５
月
15
日

令
和
５
年
５
月
15
日
付
で
、
特
別
区
長
会
の
新
役
員

及
び
会
計
監
事
が
就
任
し
ま
し
た
。

特
別
区
長
会
の
役
員
は
、
会
長
（
１
名
）、
副
会
長

（
３
名
）
及
び
幹
事
（
５
名
）
で
構
成
さ
れ
、
会
計
監

事
と
と
も
に
、
５
月
15
日
開
催
の
特
別
区
長
会
総
会
で

選
任
さ
れ
た
も
の
で
す
。

※�

副
会
長
は
、
同
日
付
で
２
名
か
ら
３
名
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

任
期
は
、
会
長
・
副
会
長
は
令
和
７
年
５
月
14
日
ま

で
の
２
年
、
幹
事
・
会
計
監
事
は
令
和
６
年
５
月
14
日

ま
で
の
１
年
で
す
。

新
役
員
の
氏
名
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

特
別
区
長
会

新
役
員
・
会
計
監
事
が
就
任

特別区長会役員

会 長 吉　住　　健　一 新 宿 区 長

副 会 長 前　川　　燿　男 練 馬 区 長

副 会 長 近　藤　　弥　生 足 立 区 長

副 会 長 斉　藤　　　　猛 江戸川区長

幹 事 樋　口　　高　顕 千代田区長

幹 事 服　部　　征　夫 台 東 区 長

幹 事 森　澤　　恭　子 品 川 区 長

幹 事 酒　井　　直　人 中 野 区 長

幹 事 山　本　　　　亨 墨 田 区 長

会 計 監 事 山　田　加奈子 北 　 区 長

会 計 監 事 鈴　木　晶　雅 大 田 区 長

特
別
区
長
会
会
長

　
　
　新
宿
区
長

　吉
住

　健
一
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厚生関係施設の利用実績
■
厚
生
関
係
施
設

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
は
、

23
区
の
共
同
処
理
事
務
と
し
て
厚
生
関

係
施
設
（
更
生
施
設
、
宿
所
提
供
施
設

及
び
宿
泊
所
）
を
設
置
・
管
理
し
て
い

ま
す
。
厚
生
関
係
施
設
は
、
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
方
や
居
所
に
困
っ
て
い
る

方
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一

翼
を
担
う
も
の
で
す
。
現
在
、
生
活
保

護
法
に
基
づ
く
保
護
施
設
で
あ
る
更
生

施
設
8
施
設
（
男
性
単
身
6
施
設
、
女

性
単
身
2
施
設
）
及
び
宿
所
提
供
施
設

（
以
下
「
宿
提
」
と
い
う
。）
9
施
設
並

び
に
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
宿
泊
所
4

施
設
（
内
、
高
浜
荘
は
現
在
改
修
工
事

の
た
め
事
業
休
止
中
）
の
合
計
21
施
設

を
設
置
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
後
、
更
生
施
設
を
救
護
施

設
に
種
別
転
換
す
る
た
め
、
昨
年
1
月

に
都
知
事
の
許
可
を
受
け
、
特
別
区
人

事
及
び
厚
生
事
務
組
合
規
約
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
利
用
状
況

表
1
は
直
近
10
年
間
の
厚
生
関
係
施

設
入
所
者
数
（
※
1
）
を
示
し
た
も
の

で
す
。
令
和
4
年
度
は
、
厚
生
関
係
施

設
（
更
生
施
設
9
施
設
（（
社
福
）
特

別
区
社
会
福
祉
事
業
団
設
置
更
生
施

設
塩
崎
荘
を
含
む
）
及
び
宿
提
9
施

設
並
び
に
宿
泊
所
3
施
設
）
合
計
で

1
2
0
6
世
帯
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

■
入
所
原
因

表
2
は
更
生
施
設
の
令
和
4
年
度
に

お
け
る
男
女
別
入
所
原
因
を
割
合
で
示

し
た
も
の
で
す
。
男
性
は
、
居
所
が
な

く
生
活
に
困
窮
し
た
方
が
最
も
多
く
、

半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
女
性

は
、
居
所
が
な
い
方
、
病
院
退
院
後
に

帰
来
先
が
な
い
方
が
多
数
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
に
は
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
が
多
数
お
り
、
年
度

末
時
点
で
の
状
況
と
し
て
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
は
男
性
施
設
で

19
％
、
女
性
施
設
で
30
％
程
度
の
方
が

所
持
し
て
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
と
診
断
を
受
け
た
方
も
男
性
施
設
で

全
体
の
15
％
、
女
性
施
設
で
8
％
程
度

に
達
し
て
い
ま
す
。
近
年
精
神
疾
患
や

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱
え
る
方
の
割
合

が
増
え
、
地
域
の
居
宅
生
活
に
向
け
て

よ
り
適
切
な
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

表
3
は
宿
提
及
び
宿
泊
所
の
令
和
4

年
度
に
お
け
る
入
所
原
因
を
割
合
で
示

し
た
も
の
で
す
。
現
在
、
宿
提
及
び
宿

泊
所
は
緊
急
一
時
保
護
事
業
を
実
施

し
、
居
所
を
喪
失
し
緊
急
対
応
を
要
す

る
世
帯
の
受
入
れ
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
受
入
れ
対
象
者
は
、
り
災
に
よ
り

居
所
を
失
っ
た
方
を
除
き
、
女
性
単
身

又
は
家
族
で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か

ら
の
暴
力
（
D
V
）
及
び
離
婚
・
親
族

不
和
な
ど
家
庭
内
の
問
題
で
緊
急
対
応

を
必
要
と
す
る
方
が
、
宿
提
で
37
％
、

※１ 入所世帯数‥１年間に施設で新たに受け入れた世帯数
※２ 令和元年度・2年度に宿所提供施設及び宿泊所の種別転換あり

1,015 1,015 
888 888 880 880 

985 985 
871 871 863 863 

531 531 483 483 473 473 
421 421 420 420 403 403 

544 544 

682 682 639 639 626 626 

464 464 

221221

0

200

400

600

800

1,000

1,200

表１ 厚生関係施設入所実績

更生施設 宿提 宿泊所
（単位：世帯）

617617
602602

（※2）

9797

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 ２年度元年度 ３年度 ４年度

544 544 
575 575 550 550 578578

743743

119119

583583

518518

105105

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

表２ 更生施設（塩崎荘を含む）の入所原因
 

 

住所なし 帰来先なし 立ち退き 居宅生活困難 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宿泊所

宿提

表３ 宿提・宿泊所入所原因

夫等からの暴力 離婚・親族不和 立ち退き 自立生活困難

退院先なし 路上生活 その他
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令
和
5
年
7
月
6
日
（
木
）、
第
3
回
調
査
研
究
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。
令
和
4
年
度
に
取
り
組
ん
だ
調
査
研
究
テ
ー

マ
（
全
6
テ
ー
マ
）
に
つ
い
て
、
研
究
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

■
日
時

　

令
和
5
年
7
月
6
日
（
木
）　

8
時
50
分
開
場

　
　

9
時
20
分
〜
17
時
00
分
（
各
回
60
分
）

■
場
所

　

東
京
区
政
会
館
20
階

　

（
２
０
１
〜
２
０
３
会
議
室
）

■
発
表
テ
ー
マ

■
お
申
し
込
み
方
法

�　

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左

記
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
研
究
報
告
会
の
当
日
の
模
様
は
、
後
日
、
当

機
構
の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ

配
信
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
当
機
構
の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

第
1
回
、
第
2
回
調
査
研
究
報
告
会
や
、
当
機
構
の
紹
介
動

画
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

宿
泊
所
で
は
73
％
程
度
を
占
め
て
い
ま

す
。
緊
急
一
時
保
護
事
業
で
の
施
設
の

利
用
期
間
は
原
則
3
か
月
で
す
。
利
用

期
間
を
延
長
し
た
世
帯
の
割
合
は
、
近

年
減
少
傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

で
も
30
％
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、
短

期
で
の
自
立
が
困
難
な
世
帯
も
一
定
の

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
課
題

現
行
の
「
厚
生
関
係
施
設
等
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て　

厚
生
関
係
施
設

再
編
整
備
計
画
（
平
成
31
年
度
〜
40
年

度
）」（
以
下
「
再
編
整
備
計
画
」
と
い

う
。）
は
、
10
年
の
計
画
期
間
の
中
間

に
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
再
編
整
備
計
画
の
中
間
見
直
し
」

は
、
特
別
区
福
祉
主
管
部
長
会
第
1
部

会
で
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
、
具
体

的
な
検
討
は
、
課
長
級
の
委
員
会
が
担

う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
検
討
項
目
は
、
救
護
施
設
と
し

て
整
備
す
る
淀
橋
荘
の
建
替
え
基
本
プ

ラ
ン
の
検
討
や
23
区
独
自
の
職
員
加
配

等
の
検
証
、
宿
提
及
び
宿
泊
所
の
適
正

規
模
の
検
証
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

約
2
年
に
わ
た
る
こ
れ
ら
の
検
討
を

経
て
、
今
年
度
に
は
検
討
結
果
を
取
り

ま
と
め
た
「
再
編
整
備
計
画
（
中
間
見

直
し
）」（
仮
称
）
を
作
成
し
、
特
別
区

長
会
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

厚
生
部
）

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構

第
3
回
調
査
研
究
報
告
会　

開
催
の
お
知
ら
せ

（公財）
特別区協議会
申込フォーム

テーマ名（提案区）

① 「ゼロカーボンシティ特別区」に向けた
取組み（葛飾区）

② タワーマンション等大規模集合住宅を含
む地域コミュニティの醸成（中央区）

③ 水害時の避難及び共同住宅の機能強化
（江東区）

④
循環型経済の推進による持続可能な経済
発展に向けて、特別区が取り組むべき施策
～新しい自治体政策の事例～（世田谷区）

⑤
特別区の未来を見据えた子育て支援
～保護者・施設・行政の視点を踏まえた
保育のいま、そしてこれから～（港区）

⑥
特別区におけるDXの推進
～データの取得・分析・活用に向けて～

（板橋区・葛飾区）

令
和
５
年
４
月
・
５
月
区
長
会
の
主
な
案
件
等

■ 

区
長
会
会
長
の
選
出
に
つ
い
て

■
区
長
会
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

■
区
長
会
副
会
長
等
の
選
出
に
つ
い
て

■
各
団
体
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

■
東
京
都
市
区
長
会
役
員
等
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

■ 

東
京
三
弁
護
士
会
か
ら
再
審
法
改
正
へ
の
ご
賛
同
の
お
願

い
に
つ
い
て

■ 

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
の
概
要
と
機
運
醸
成
へ
の

協
力
に
つ
い
て

■
東
京
管
区
気
象
台
の
地
域
防
災
支
援
業
務
に
つ
い
て

■
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

■
０
１
８
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

■
地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て

■
オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
に
つ
い
て

■
各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■
令
和
５
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■
区
長
会
専
門
部
会
等
の
構
成
に
つ
い
て

■
都
区
協
議
会
の
委
員
等
に
つ
い
て

■
各
種
審
議
会
委
員
等
の
推
薦
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■ 

区
長
会
役
員
等
の
改
選
に
つ
い
て

■ 

全
国
市
長
会
要
望
事
項
（
東
京
都
市
区
長
会
案
）
に
つ
い
て

■ 

令
和
４
年
度
競
馬
開
催
成
績
（
総
括
）
に
つ
い
て

■ 

東
京
都
競
馬
株
式
会
社
の
現
況
に
つ
い
て

■ 

令
和
５
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■ 

令
和
５
年
度
東
京
都
市
区
長
会
役
員
会
・
総
会
予
定
議
案

に
つ
い
て

5.15

区
長
会

4.28

区
長
会
総
会
臨
時
会
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5
月
15
日
（
月
）
に
第
1
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
選
挙
等
、
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
選
挙
等
》

•�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
議
会
議
長
・
副
議
長

の
辞
職
に
伴
う
選
挙

•
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
管
理
者
の
選
挙

《
審
議
結
果
》

•�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
副
管
理
者
の
選
任
同

意
に
つ
い
て�

（
同
意
）

•�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
監
査
委
員
の
選
任
同

意
に
つ
い
て�

（
同
意
）

•�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意
に
つ
い
て�

（
同
意
）

　

第
1
回
臨
時
会
改
選
後
の
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務

組
合
執
行
機
関
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
令
和
5
年
5
月
15
日
現
在
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

5
月
15
日
（
月
）
に
第
2
回
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1�

令
和
4
年
度
事
業
報
告�

（
決
定
）

2�

令
和
4
年
度
資
金
の
運
用
実
績
報
告�

（
了
承
）

3�

令
和
4
年
度
決
算�

（
決
定
）

4��

東
京
区
政
会
館
貸
付
契
約
に
お
け
る
経
費
の
内
容

改
定
に
伴
う
協
議
の
開
始
に
つ
い
て�

（
了
承
）

5�

東
京
区
政
会
館
貸
付
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�

（
決
定
）

6��

令
和
5
年
度
東
京
区
政
会
館
G
R
型
受
信
機
そ
の

他
更
新
工
事
に
係
る
契
約
に
つ
い
て�

（
決
定
）

7�

評
議
員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

�

（
決
定
）

8�

評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て�

（
決
定
）

9�

理
事
及
び
監
事
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て�

（
決
定
）

10�

令
和
5
年
度
定
時
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

�

（
決
定
）

11��

代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執
行
状
況

の
定
期
報
告
（
令
和
4
年
11
月
〜
令
和
5
年
4
月
）

に
つ
い
て�

（
了
承
）

※�

な
お
、
1
〜
5
、
9
の
議
案
は
、
6
月
27
日
（
火
）

開
催
予
定
の
定
時
評
議
員
会
に
付
議
し
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

令
和
5
年　

第
1
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果

特別区人事・厚生事務組合執行機関

＊ 管 理 者 吉　住　健　一（新宿区長）

＊ 副 管 理 者 酒　井　直　人（中野区長）

副 管 理 者 入　澤　　　幸（知識経験者）

＊ 監 査 委 員 山　本　　　亨（墨田区長）

代表監査委員 川　崎　　　亨（知識経験者）

特別区人事・厚生事務組合議会議長・副議長

＊ 議 長 森　澤　恭　子（品川区長）

＊ 副 議 長 服　部　征　夫（台東区長）

＊印：新任

令
和
5
年
5
月
15
日
開
催
の
第
1
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
任
命
同
意
を
得
て
、
5

月
15
日
付
で
1
名
の
委
員
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。

組
合
教
育
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

組
合
教
育
委
員
会
委
員
の
就
任

職　名 氏　　名 任　　期 備　　考

教　育　長 白　石　高　士 自・令和5．4．1
至・令和6．3．31 杉 並 区 教 育 長

教　育　長
職務代理者 加　藤　裕　之 自・令和5．4．1

至・令和7．5．13 墨 田 区 教 育 長

委　　　員 針　谷　弘　志 自・令和4．5．16
至・令和6．3．31 新 宿 区 教 育 長

委　　　員 高　梨　博　和 自・令和4．4．1
至・令和8．3．31 荒 川 区 教 育 長

＊ 委　　　員 伊　﨑　みゆき 自・令和5．5．15
至・令和9．3．31 品 川 区 教 育 長

委　　　員 冨　尾　則　子 自・令和4．5．16
至・令和8．5．15 品川区教育委員

＊印：新任

令
和
5
年
度　

公
益
財
団
法
人
特
別
区

協
議
会　

第
2
回
理
事
会
の
結
果
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▼	

第
42
回
　
特
別
区
の
統
計
　
2
0
2
2
年
（
令
和
4

年
）
版

「
特
別
区
の
統
計
」
は
、
東
京
23
区
の
各
行
政
分
野

に
お
け
る
基
礎
的
な
数
値
を
と
り
ま
と
め
た
デ
ー
タ
集

で
す
。

第
42
回
と
な
る
2
0
2
2
年
（
令
和
4
年
）
版
は
、

令
和
5
年
3
月
に
発
行
し
ま
し
た
。
冊
子
は
特
別
区
自

治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
販
売
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
第
1
回
と
な
る
昭
和
56
年
版
か
ら
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
も
閲
覧
可
能
で
す
。

特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
平
成
19
年

版
以
降
の
デ
ー
タ
を
E
x
c
e
l
形
式
に
よ
り
掲
載

し
、
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
冊
子
「
特

別
区
の
統
計
」
の
P
D
F
版
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

販
売
価
格
：
4
7
0
円

特
別
区
協
議
会
H
P
：

https://w
w
w
.tokyo-23city.or.jp/chosa/tokei/

tokubetsuku/index.htm
l

▼
東
京
23
区
の
こ
と
が
知
り
た
い
人
に

本
紙
は
、「
と
く
べ
つ
ク
マ
」
が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と

な
っ
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
を
用
い
な
が
ら
、
目

で
見
て
わ
か
り
や
す
く
「
特
別
区
」
を
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
す
。

東
京
23
区
の
位
置
と
名
称
か
ら
始
ま
り
、
市
町
村
と

の
比
較
や
、
政
令
指
定
都
市
の
区
と
の
違
い
な
ど
を
と

く
べ
つ
ク
マ
が
解
説
し
ま
す
。

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
で
無
料
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

P
D
F
版
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
左
記
の

刊
行
物
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
東
京
大
都
市
地
域
の
物
語

東
京
大
都
市
地
域
が
現
在
に
至
る
ま
で
に
独
自
に
歩

ん
で
き
た
自
治
の
歴
史
や
自
治
権
拡
充
運
動
の
変
遷
に

つ
い
て
、
時
代
を
追
い
な
が
ら
た
ど
る
全
5
巻
の
物
語

シ
リ
ー
ズ
で
す
。

▼
特
別
区
に
関
す
る
基
本
テ
キ
ス
ト

特
別
区
の
歴
史
や
制
度
の
特
徴
な
ど
、
特
別
区
の
基

礎
知
識
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
小
冊
子
シ
リ
ー
ズ

で
す
。「
東
京
23
区
の
お
い
た
ち
」「
東
京
23
区
の
ふ
し

ぎ
」「
東
京
23
区
の
し
く
み
」「
東
京
23
区
の
わ
く
ぐ

み
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
▼
小
学
生
向
け
シ
リ
ー
ズ

と
く
べ
つ
ク
マ
が
「
特
別
区
」
に
つ
い
て
や
さ
し
く

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。
第
1
弾
か
ら
第
3
弾

ま
で
あ
り
、
特
別
区
の
す
が
た
・
な
り
た
ち
、
特
徴
的

な
数
字
、
特
別
区
の
区
役
所
の
仕
事
や
区
の
仕
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

特
別
区
協
議
会
H
P
：

https://w
w
w
.tokyo-23city.or.jp/tokei/shodana/

index.htm
l

【
問
合
せ
先
】

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会　

事
業
部
調
査
研
究
課

電
話　

0
3
（
5
2
1
0
）
9
0
6
6

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
協
議
会
発
行
物

新
刊
の
ご
紹
介

特別区自治情報・
交流センター
ホームページ

公式ツイッター

 

23 区と地方自治の専門図書館       
 

特別区自治情報・交流センター  
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特別区職員研修所からのご案内

8月の研修メニューを紹介します

 研修名：情報システム開発委託管理①②
対　象：情報システムの開発や運用を委託する業務を担当する職員及び	
　　　　これから担当する予定の職員
講　師：髙橋	邦夫（合同会社ＫＵコンサルティング　代表社員）
内　容：・	情報システムに係る最新の動向　　　・システム開発の関連知識
　　　　・情報システムの開発管理　　　　　　・システムの運用保守　など

特別区職員向けのページです。

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修

戸籍実務（証明）②③ ②8/1（火）・8/2（水）
③8/22（火）・8/23（水） 戸籍証明事務を担当する職務経験1、2年程度の職員

用地 8/8（火）・8/14（月）・
8/15（火）・8/17（木） 用地取得、損失補償算定等の業務を担当する職務経験1年程度の職員

中堅保健師 7/10（月）・8/17（木） 保健所・保健センター等に勤務する職務経験10年以上の保健師

子どもの発達障害②③ ②8/9（水）
③8/30（水） 発達障害のある子どもへの支援に携わる職員

公害規制 8/28（月）・8/29（火） 環境・公害規制部署で公害規制指導事務を担当する職員
児童相談所関連研修

指導教育担当児童福祉司任用
前研修（前期）

8/1（火）・8/4（金）・
8/7（月） 児童福祉司としておおむね3年以上の職務経験を有する職員

児童虐待への対応① 8/18（金）・8/24（木） 1 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
2 その他特に希望する職員

ステップアップ研修

思考力・論理構築力向上④ 8/30（水） 係 長 級 以 下
の 職 員 ★主任の職員

対話によるポジティブ・
アプローチ②③

②8/9（水）・8/10（木） 
③8/17（木）・8/18（金）

係 長 級 以 下
の 職 員 ★主任の職員

説明力・交渉力強化④ 8/9（水）・8/10（木） 係 長 級 以 下
の 職 員

★ 区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい説明や交渉力
を身につけたい主任以下の職員

クレーム対応④ 8/14（月） 係 長 級 以 下
の 職 員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員

コミュニケーションスキル
アップ③ 8/4（金） 全 職 員 ★ 区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニケーション

スキルを身につけたい採用2～6年目程度の職員
集客力を高めるチラシ・
伝わる資料のつくり方④ 8/2（水） 主 任 以 下

の 職 員 ★ 区民向け講座などの企画や募集チラシ作成を担当する主任以下の職員

協働型リーダーシップ② 8/9（水） 主 任 以 下
の 職 員

★ リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶことで、
職場のモチベーション向上や業務改善・職場改善に貢献したいと考
えている主任の職員

チームリーダーとしての
基礎力向上① 8/4（金）・8/28（月） 主 任 及 び 係

長 級 の 職 員

★ タイムマネジメント、危機管理、目標管理及び業務改善などのマネ
ジメントスキルの基礎を効率よく体系立てて学びたい係長級の職員

★ 係長昇任前にリーダーとしての必要な知識を学び、自身の職務遂行
能力向上を図りたいと考えている主任の職員

サポート研修

地方公務員法③ 8/8（火） 1級職の職員 ★ 地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職務を行いた
い1級職の職員

地方自治法③ 8/7（月） 1級職の職員 ★ 法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから地方自
治法を意識して実務を行っていきたい1級職の職員

行政法② 8/15（火）・8/16（水） 主 任 以 下
の 職 員

★ 行政法の基礎知識を学び、行政職員としてその知識を仕事に役立て
たい職員

特別区制度① 8/8（火） 全 職 員 ★ 都区間での事務配分や税財政制度等、特別区制度の特徴について、
地方自治法を読み解きながら学びたい職員

試行研修

子どもの権利擁護② 8月上旬
1 児童相談所・子ども家庭支援センター等の職員
2 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
3 教育等に係る職員

統計基礎と実践的データ分析① 8/28（月） 全 職 員 ★情報収集及びデータ分析方法を身につけたい職員
※紙面の都合上、8月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部7月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※ 研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込期

限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※ 研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.html）

もご覧ください。� （特別区職員研修所）

【第1回】
日時：8月3日（木）、4日（金）
　　　9:00〜17:00

【第2回】
日時：8月24日（木）、25日（金）
　　　9:00〜17:00
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
7月開講講座のご案内です！！

●	首都東京の経済課題と再興戦略　	 【講座コード：2321E002】

●住民のための自治体学入門	 【講座コード：2321F001】

　2022年1月1日 時 点 の人 口 動 態 調 査 で、1都3県（ 東
京、埼玉、千葉、神奈川）の人口は前年比0.1％減となり、
1975年の調査開始以来初めて前年を下回りました。少子
高齢化で死亡が出生を上回る自然減が大きくなり、地方か
らの人口流入で補えなかったためです。

　今後、首都東京を再興するためには次の2つの方法のい
ずれか、もしくは双方を実現しなければなりません。
① 地方地域の地域経済を再生させ、地方の急激な少子高

齢化にストップをかけ、昔のように東京への優秀な人材
供給を復活させる

② 東京の都市モデルを「地方に頼らない」ものに変えて、
東京自体（自力で）の地域経済を維持・復興する方策を
考える

　

　地方地域の経済再生に取り組み、そして成功させた事例
はまだほとんどないと言っていい状況です。そして、東京の
都市モデル変更に関しては、「課題とは認識されているが、
未着手」と言える状況です。東京こそ再興させなければな
らない地方地域になっているのです。
　ワークショップ形式の講義にてそれぞれの課題を深堀り
し、その解決のための転換点を見つけ出して、さらに課題
解決の戦略と施策を考えて行きたいと思います。

　自治体の行政は、日々の生活では必ず関わりを持つ身近
な存在です。しかし、意外と、自治体行政を支える考え方
や仕組みはあまり知られていないようです。

　本講義では、自治体の活動に関心がある方を対象に、自
治体行政の基礎的な議論や仕組みを学びます。これにより
受講者が自治体の行政活動の現実を読み解く能力（地方自
治のリテラシー）の向上を目指します。

・身近な政府・自治体を知ろう
◦首長と議会、強いのはどちらか？

◦税金はどのように使われる？
◦ローカル・ルールとしての条例の可能性

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

講　師：釼持	勝　イー・リゾート代表
日　時：7月8日（土）、15日（土）
　　　　12：00〜15：10（全2回）　
受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

講　師：松井	望　東京都立大学　都市環境学部	教授
日　時：7	月3日（月）、10日（月）、	

24日（月）、31日（月）
　　　　10:30〜12:00（全4回）　
受講料：10,100円
場　所：南大沢キャンパス（対面）
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東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
は
、

23
区
の
家
庭
等
か
ら
出
る
ご
み
を
中
間

処
理
し
て
お
り
、
23
区
内
に
22
施
設

（
建
替
え
中
の
2
工
場
を
含
む
。）
あ
る

清
掃
工
場
等
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

清
掃
一
組
の
事
業
を
広
く
区
民
に

知
っ
て
も
ら
い
、
環
境
や
ご
み
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
清
掃
工
場
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

だ
け
で
は
な
く
、
区
の
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
も
出
展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
清
掃
工
場
に
お
い
て
「
個

人
見
学
会
」
を
月
に
1
回
程
度
実
施
し

て
い
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
は
、
特
別

に
親
子
を
対
象
と
し
た
「
親
子
見
学

会
」
を
開
催
し
て
い
る
清
掃
工
場
も
あ

り
ま
す
。

今
回
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
清
掃
工

場
と
す
る
た
め
の
清
掃
一
組
の
取
組
を

紹
介
し
ま
す
。

一
般
区
民
参
加
型
の
取
組

1	

清
掃
工
場
で
行
う
イ
ベ
ン
ト

工
場
の
敷
地
を
利
用
し
て
、
所
在
区

や
地
域
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

「
清
掃
工
場
環
境
フ
ェ
ア
」（
以
下
「
工

場
フ
ェ
ア
」
と
い
う
。）
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
令
和
4
年
度
は
、
多
摩
川
、
世

田
谷
、
杉
並
、
板
橋
、
葛
飾
の
5
工
場

で
、
10
月
〜
11
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

通
常
は
工
場
内
は
清
掃
車
が
ご
み
を

搬
入
し
て
い
る
た
め
、
自
由
に
見
学
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
工
場

フ
ェ
ア
」
で
は
構
内
道
路
が
開
放
さ

れ
、
区
の
協
力
に
よ
る
清
掃
車
へ
の
ご

み
積
込
み
体
験
や
、
地
域
住
民
の
方
に

よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
催
さ
れ
る

な
ど
見
ど
こ
ろ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
普
段
は
見
学
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
場
所
を
、
当
日
限
定
で
見
学
で
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
由
に
ご

来
場
い
た
だ
け
ま
す
。
開
催
日
時
等

は
、
清
掃
一
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
ほ
か
、
各
区
の
広
報
誌

等
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

令
和
5
年
度
の
「
工
場
フ
ェ
ア
」
は
、

秋
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
お
近
く

の
清
掃
工
場
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

2	

各
区
で
行
う
イ
ベ
ン
ト

清
掃
一
組
で
は
、
工
場
で
開
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
以
外
に
、
各
区
が
開
催
し
て

い
る
「
環
境
フ
ェ
ア
」
な
ど
に
も
参
加

し
、
清
掃
工
場
な
ど
で
行
わ
れ
る
中
間

処
理
や
工
場
の
役
割
・
仕
組
み
な
ど
に

つ
い
て
P
R
し
て
い
ま
す
。

工
場
の
あ
る
区
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
工
場
が
直
接
、
出
展
・
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
内
に
清
掃

工
場
が
な
い
区
で
開
催
さ
れ
る
環
境
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
区
政
会
館
内
に
あ
る
本

庁
舎
に
勤
務
す
る
職
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
出
展
・
参
加
し
て
い
ま
す
。

各
区
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
、
清
掃
工
場
を
は
じ

め
と
し
た
中
間
処
理
施
設
の
役
割
や
、

23
区
の
共
同
処
理
の
意
義
な
ど
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
と
捉
え
、
積
極
的
に

P
R
し
て
い
ま
す
。

各
イ
ベ
ン
ト
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ

ひ
清
掃
一
組
の
ブ
ー
ス
に
も
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

3	

清
掃
工
場
の
見
学
会

清
掃
工
場
で
は
、「
個
人
見
学
会
」

を
月
に
1
回
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

見
学
会
の
基
本
的
な
流
れ
は
、
清
掃

工
場
を
紹
介
す
る
説
明
映
像
を
ご
覧
い

た
だ
い
た
後
、
実
際
に
工
場
設
備
を
見

学
し
、
最
後
に
質
疑
応
答
を
行
い
ま

す
。
時
間
は
お
よ
そ
1
時
間
30
分
で
、

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
込
み

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
に
は
、
個
人

見
学
会
を
「
親
子
見
学
会
」
と
し
て
、

子
ど
も
の
い
る
ご
家
族
を
対
象
と
し
た

見
学
会
を
開
催
す
る
工
場
が
あ
り
ま
す
。

個
人
見
学
会
の
内
容
に
加
え
、
親
子

で
楽
し
め
る
実
験
な
ど
を
行
う
工
場

や
、
普
段
と
は
違
う
見
学
コ
ー
ス
を
用

意
し
て
い
る
工
場
も
あ
り
ま
す
。

清掃工場に足を運んでみませんか？

多摩川清掃工場環境フェア
（多摩川清掃工場）

渋谷区くみんの広場　ふるさと渋谷フェスティバル　
（渋谷清掃工場）

ごみ怪獣「フーネン」

ごみ怪獣「カーネン」

ごみ怪獣「ソーダイ」

清掃工場に、ぜひお越しください！
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こ
れ
ら
の
見
学
会
は
人
気
が
あ
り
、

す
ぐ
に
定
員
に
達
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
気
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
各
清
掃
工
場
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
の
取
組

4	

運
営
協
議
会

安
全
で
安
定
し
た
工
場
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
多

く
の
清
掃
工
場
で
は
、
地
域
住
民
の
方

と
所
在
区
の
職
員
、
清
掃
一
組
職
員
の

三
者
で
構
成
す
る
「
運
営
協
議
会
」

を
、
年
に
1
、
2
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

運
営
協
議
会
で
は
、
操
業
状
況
と
環

境
調
査
結
果
を
中
心
に
、
工
場
の
運
営

状
況
を
中
心
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

操
業
状
況
で
は
、
ご
み
の
搬
入
量

や
、
焼
却
炉
の
稼
働
状
況
な
ど
を
報
告

し
て
い
ま
す
。

環
境
調
査
結
果
で
は
、
定
期
的
に
測

定
し
て
い
る
排
ガ
ス
、
排
水
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
な
ど
に
つ
い
て
、
測
定
結
果
を

報
告
し
て
い
ま
す
。
各
工
場
で
は
、
法

律
よ
り
も
厳
し
い
基
準
を
設
け
て
、
環

境
汚
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
工
場
見
学
者
数
の
報
告

や
「
工
場
フ
ェ
ア
」
の
案
内
も
行
い
、

地
域
住
民
の
方
や
区
職
員
と
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

配
布
資
料
を
清
掃
一
組
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
お
近
く
の

清
掃
工
場
が
ど
の
よ
う
に
操
業
し
て
い

る
の
か
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

5	

環
境
測
定
結
果
等
の
公
表

前
述
の
運
営
協
議
会
に
加
え
て
、
清

掃
一
組
で
は
、
各
清
掃
工
場
の
操
業
状

況
等
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
工
場
に
設

置
し
た
測
定
器
で
の
結
果
だ
け
で
は
な

く
、
第
三
者
に
調
査
を
依
頼
し
た
結
果

も
併
せ
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

各
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
有
害
物
質

の
測
定
結
果
や
維
持
管
理
状
況
は
、
定

期
的
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

6	

広
報
活
動

清
掃
一
組
や
清
掃
工
場
を
も
っ
と

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な
広
報

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
工
場
で
は
年
2
回
程
度
、
清
掃
工

場
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
運
営

協
議
会
の
報
告
や
、
工
場
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
な
ど
を
掲
載
し
、
工
場
や
区
役
所
の

ほ
か
、
周
辺
の
町
会
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
運
営

協
議
会
の
報
告
や
清
掃
工
場
だ
よ
り
の

掲
載
の
ほ
か
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
、
環
境
報
告
書
や
各
イ
ベ
ン
ト
の
紹

介
も
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
清
掃
工
場
紹
介
動
画
を�

Y
o
u
T
u
b
e
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
に
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
、
ぜ
ひ
工
場
や
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運

ん
だ
り
、
清
掃
一
組
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
　

管
理
課
）

個人見学会
（足立清掃工場）

運営協議会の様子
（練馬清掃工場）

環境報告書・工場だより

清掃工場一覧
施設名 所　在　地 電話番号 施設名 所　在　地　 電話番号
中　央 中央区晴海5－2－1 3532-5341 豊　島 豊島区上池袋2－5－1 3910-5300
港 港区港南5－7－1 5479-5300 板　橋 板橋区高島平9－48－1 5945-5341
品　川 品川区八潮1－4－1 3799-5353 練　馬 練馬区谷原6－10－11 3995-5311
目　黒 目黒区三田2－19－43 5708-5314 光が丘 練馬区光が丘5－3－1 5967-1356
大　田 大田区京浜島3－6－1 3799-5311 墨　田 墨田区東墨田1－10－23 3613-5311
多摩川 大田区下丸子2－33－1 3757-5383 新江東 江東区夢の島3－1－1 5569-5341
世田谷 世田谷区大蔵1－1－1 3416-5355 有　明 江東区有明2－3－10 3529-3751
千　歳 世田谷区八幡山2－7－1 3302-2590 足　立 足立区西保木間4－7－1 3859-4475
渋　谷 渋谷区東1－35－1 3498-5311 葛　飾 葛飾区水元1－20－1 5660-5389
杉　並 杉並区高井戸東3－7－6 3334-5301 ※北・江戸川清掃工場は建替え工事中
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　　　　　　　　　　　　　　　開	催	成	績	 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 購買金額

1 4/17〜4/21 11,150,424,140円 1,168,008人 2,230,084,830円 233,602人 9,550円 97.5% 100.6% 97.0%
2 5/8〜5/12 9,661,973,840円 1,044,674人 1,932,394,770円 208,935人 9,250円 103.2% 112.7% 91.6%

TCK公式Twitterのフォロワー数は地方競馬で圧倒的No.1 !
〜今年度もTwitterによる各種キャンペーンを実施中〜

〜今年もやります! 帝王賞・JDDはBS11にて生中継 !〜

　東京シティ競馬（TCK）では、ファンの皆さまと一緒に大井競馬を盛り上げるため、Twitter上でのキャンペーンを
実施しています。今回は1年間を通じて実施中のものをご紹介します。

★ファイナルレース2択予想キャンペーン★
　好走VSリベンジ
　今年度の大井競馬開催日は毎日、最終レースを対象としたTwitterでの勝
馬予想イベント「ファイナルレース2択予想キャンペーン」を実施していま
す。
　最終レースを制するのは前走1〜3着の馬が好走続きで勝利か、それとも
前走4着以下の馬がリベンジを果たして勝利か。「リツイート」か「いいね」
で気軽に参加できる、メインレース後の最後の勝負“大井ファイナル”を
どうぞお楽しみください。

★TCK公式YouTubeライブ番組「ウマきゅん」コラボ★
　ウマきゅんに乗る！？ TCK重賞予想キャンペーン
　今年度の重賞レース（一部を除く）を対象に、TCK公式YouTubeライブ
番組「ウマきゅん」とコラボした、Twitterで勝ち馬を予想する「ウマきゅ
んに乗る！？TCK重賞予想キャンペーン」を実施しています。
　重賞レースで勝利を掴むのはウマきゅん出演者が予想した注目馬かそれ
ともそれ以外の馬か。ぜひご注目ください！�

　この他にも、ビッグレースの実施に合わせて様々なキャンペーンを展開しています。
　ぜひTCK公式Twitterをフォローしてご注目ください。

　6月28日（水）に行われるダート競馬の上半期のグランプリレース「帝王賞（JpnⅠ）」と、7月12日（水）に行われる3
歳ダート王を決める「ジャパンダートダービー（JDD）（JpnⅠ）」を、今年もBS11にて生中継します。
　昨年は帝王賞をメイショウハリオが、JDDをノットゥルノが優勝し、ダート界の覇権争いにニューヒーローが誕生しま
した。中継番組では、ゲストによるレース予想や競馬記者による出走馬の調教診断など、レースをより楽しくご覧いただ
ける内容を予定しています。
　また、今年もメインレースの11Rだけでなく10Rと12Rもライブで放送します。TCKゆか
りのスペシャルゲストも登場しますので、ぜひご期待ください。
●BS11放送日時　　6月28日（水）　19：00〜20：58　「帝王賞」
　　　　　　　　　7月12日（水）　19：00〜20：58　「JDD」
　※TCK公式YouTubeライブ番組「ウマきゅん」では、全レースをライブ配信します。
　※TOKYO�MX2では15時20分から放映します。

� （競馬事務局　広報課）

■キャンペーンの詳細は
　コチラから▶︎▶︎▶︎

■TCK公式Twitter：@tck_keiba
　はコチラから！▶︎▶︎▶︎

昨年の帝王賞
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サンタアニタトロフィー（SⅢ）
●8月2日（水）
●1,600m

黒潮盃（SⅡ）
●8月16日（水）
●1,800m

TCKと米国・サンタアニタ競馬場は友好交流提携を結
んでおり、このレースは米国で行われる「TOKYO CITY 
CUP」の交換競走として実施されています。TCK唯一
のハンデ重賞としてトゥインクルレース最盛期に行われ
ることから、実力伯仲の熱いレースが期待されます。
＜優勝馬に日本テレビ盃の優先出走権を付与＞

真夏の3歳限定戦として毎年多くの来場者で賑わう重
賞となっています。春のクラシックロードを戦った実績
馬に対し、夏を迎えて急成長した上昇馬と、秋の飛躍を
期して全国から参戦する他地区の実力馬が激しいレー
スを繰り広げます。

7月の開催予定

馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

大井競馬開催

船橋競馬開催

浦和競馬開催

川崎競馬開催川崎競馬開催

競

大井競馬開催

ジャパンダートダービー（JpnⅠ）
●7月12日（水）
●2,000m
羽田盃、東京ダービーと続いた南関東3歳クラシックの最終関門です。地方・JRA共にトップク
ラスの3歳馬が結集する「砂のダービー」は、これまでに数多くの名馬を送り出しています。
2024年からは「3歳ダート三冠競走」の最終戦としてレース名を「ジャパンダートクラシック」
に改称、10月に時期を変更して実施します。

ジャパンダートダービー

8月の開催予定

馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

黒潮盃

大井競馬開催大井競馬開催

浦和競馬開催 浦和競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

競

サンタアニタトロフィー


